
「都市と自然とデータとかたち」2022年2月5日（土）～20日（日）
SCARTS×SIAFラボ 冬の展覧会 2022

※9日（水）は休館日
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「SCARTS×SIAFラボ」とは、今回の展覧会を共同で企画し
た２つの団体のことです。
SCARTS （札幌文化芸術交流センター SCARTS）は、今ま
さに皆さんがいるこの施設です。
SIAFラボは、札幌国際芸術祭（SIAF）のもとで多彩な実験
的活動を続けるプラットフォームです。

札幌国際芸術祭は、札幌が有する「都市」の魅力と「自然」
の豊かさ、この二つが札幌の資源であると考え、開催当初か
ら「都市と自然」を基本的なテーマとして掲げています。つま
り、この「都市と自然」は、札幌を象徴的に示しています。
では、続く「データ」と「かたち」とは、一体どのようなものな
のでしょうか？
この展覧会で紹介する展示物では、札幌が誇る都市機能で
ある除雪・排雪をはじめ、札幌市や気象庁などが公開してい
る生活や気象に関連するデータなど、冬期の札幌のデータ
を素材として扱っています。大小さまざまな「データ」を素材
に、表された「かたち」とは、どのようなものなのでしょうか？
展覧会を通じて、実に多様で複雑な「データ」と「かたち」の
関係をお見せします。
それでは、除雪・排雪と「データ」と「かたち」を
どんどん紐解いていきましょう！

札幌市の人口は現在約197万人です。世界を見渡しても、このよう
な大都市で、年間4mを超えるほどたくさんの雪が降る都市は珍し
いと言われています。

ここ最近の札幌の降雪量は毎年大きく変わっています。この「降
雪量」とは、ある時間内に、地表に降り積もった雪の量を示して
います。

札幌の除雪の歴史を紐解いてみましょう。明治時代の除雪は馬そりで行われて
いて、道路に積もった雪を圧雪して道をつけていました。人々もカンジキで踏み
固め、スキーで通学していたそうです。終戦後の1946年、アメリカ進駐軍施設周
辺の除雪の指令を受け、機械除雪が始まります。ここから市民の冬の交通に対
する認識が変わり、札幌市が除雪に予算を計上するようになります。その後、
1972年に札幌オリンピックが開催され、除雪も近代化します。では、現在はどん
な進化を遂げているのでしょうか？ 最新技術は、中面[かたち3]でご紹介します。

除雪・排雪で活躍する車両

除雪作業の種類

中面で紹介している展示物に活用されている「データ」は、実際の除雪車の動き
やその様子が元になっています。ここでは、除雪・排雪時の車両の動きをご紹介
します。

● 歩道除雪

降り積もった歩道部の雪を
車道側に積み上げる作業です。

小型ロータリによる歩道除雪

● 運搬排雪

道路脇の雪をダンプトラックに積み込み、
雪堆積場等へ運ぶ作業です。

大型ロータリによる排雪

● 車道除雪

1. 新雪除雪：降り積もった路面の雪を道路脇に寄せる作業です。

除雪グレーダによる
新雪除雪

除雪トラックによる新雪除雪 タイヤショベルによる
新雪除雪

2. 路面整正：路面の凸凹やわだちを削り、路面を平らにする作業です。

除雪グレーダによる路面整正 タイヤショベルによる路面整正

3. 拡幅除雪：道路脇の雪を積み上げ、走行車線の幅を広げる作業です。

小型ロータリによる拡幅除雪
(生活道路)

大型ロータリによる拡幅除雪
（幹線道路）

● 凍結路面対策

凍結防止剤や滑り止め材を
道路に散布する作業です。

凍結防止剤散布車による散布

【ロシア】
サンクトペテルブルク
人口：約499万人
降雪量：297cm

【ドイツ】ミュンヘン
人口：約146万人
降雪量：100cm

【中国】瀋陽
人口：約530万人
降雪量：49cm

【カナダ】
モントリオール
人口：約178万人
降雪量：215cm

【オーストリア】ウィーン
人口：約189万人
降雪量：172cm

札幌
人口：約197万人
降雪量：479cm

札幌市の降雪の紐解き
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除雪・排雪の紐解き

幅の広い道路で使用する機械で、車体中央部につ
いているブレードで雪を道路に寄せたり、凹凸に
なった路面を削って平らにします。
全長L=9.765m／全幅W=2.42m／全高H=3.41m

除雪グレーダ

先端に装着されたプラウは折り曲げることができ
るため、片側だけではなく、両側に雪を寄せること
ができます。小回りが利くため交差点やバスベイ
（バスの停車帯）、狭い道路や障害物の多い住宅
街など、あらゆる場所で活躍します。
全長L=7.98m／全幅W=3.24m／全高H=3.48m

タイヤショベル（除雪ドーザ）

雪で狭くなった道路の幅を広げる作業や、排雪作
業でのダンプトラックヘの積み込みに使用しま
す。前面のオーガを高速で回転させ雪を破砕し、
ブロワにより雪を巻き上げ、シュートからダンプト
ラックの荷台へ投雪します。
全長L=7.95m／全幅W=2.60m／全高H=3.58m

大型ロータリ除雪車（ロータリ）

主に歩道の除雪に使用します。構造的には大型ロー
タリ除雪車と同様で、前面のオーガで雪を破砕し、ブ
ロワにより雪を巻き上げ、シュートから投雪します。
全長L=5.78m／全幅W=1.50m／全高H=2.78m

小型ロータリ除雪車（小形ロータリ）

総輪駆動型トラックをベースに、除雪装置を装着
した車両です。主に郊外での幅の広い道路で使用
され、高速で走りながら除雪をすることが可能で
す。先端には新雪除雪用のプラウ、車体中央部に
はブレー ドを併せ持っていて、雪を道路脇に寄せ
ながら、路面の圧雪を削り、整えることができます。
除雪機械の中で一番スピードが出る機械です。
全長L=10.56m／全幅W=3.30m／全高H=3.70m

除雪トラック

冬のツルツル路面対策として、車道に凍結防止剤
（防錆剤入り塩化ナトリウム）や、一般に砂と呼ば
れている滑り止め材（7号砕石）を散布する車で
す。後方の散布装置から路面に散布します。
全長L=8.03m／全幅W=2.49m／全高H=3.65m

凍結防止剤散布車 

油圧ショベルの一種で、ショベルをオペレーター側に取り付けた車両です。主に
運搬排雪で利用されており、交差点や電柱の周りなどで雪山を切り崩し、ダンプ
トラックに積み込むときに活躍します。

バックホウ

排雪作業に欠かせない車両です。大型ロータリやバックホウなどで切り崩された
道路脇の雪山は、ダンプトラックに積み込まれ、雪堆積場や融雪施設へと運ばれま
す。これにより、まちなかの雪は排雪され、通行しやすくなります。

ダンプトラック
最近は地球の温暖化によって、「雪が減っているのでは？」「今年
も雪が降るのは遅かったし…」というような感覚を持っている方
もいるかと思いますが、「温暖化＝雪の減少」という訳ではない
ようです。
気温の上昇によって日本全体の積雪量は減少しているようです
が、海面温度の上昇により多くの水蒸気が蒸発するため、今後、
北海道の厳冬期の降雪量は増加する可能性もあり、今年のような
「ドカ雪」は今後増えていくという説もあります。
除雪・排雪に関する参考：札幌市公式ホームページ > くらし・手続き > 冬の暮らし・除雪
                　　　　　　 https://www.city.sapporo.jp/kensetsu/yuki/index.html

お問い合わせ：札幌国際芸術祭実行委員会事務局
〒060-0001 札幌市中央区北1条西2丁目札幌時計台ビル10階
TEL：011-211-2314　E-mail：info@siaf.jp

編集・発行：札幌国際芸術祭実行委員会／札幌市
協         力：SIAFラボ、札幌市雪対策室
デザイン：菊地和広（バックヤード）、本間雛子（H2）
助         成：令和3年度 文化資源活用推進事業
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